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　10月５日、七戸幼稚園（神龍子園長）で創立50周年記

念大運動会が開催されました。 

　園児たちは、元気に体操をした後、障害物走やリレー

などで競い合いました。また、色鮮やかな法被に身を包

んだ園児たちがお神輿を担いで、保護者たちとともに半

世紀の節目の年を祝福しました。 

 

 

 

七戸幼稚園創立50周年記念大運動会 七戸幼稚園創立50周年記念大運動会 七戸幼稚園創立50周年記念大運動会  

わっしょいわっしょい わっしょいわっしょい わっしょいわっしょい 

11

はっぴ 

みこし 

� � � � � � � �



（2） 平成25年（2013）11月号 

ゆるりしちのへ七里ウォーキング 
　　　　　  ～秋　奥州街道コース～ 
 

様々な遊びに挑戦！　児童館まつり 
 
 

消防フェスタで放水や救助器具体験 
 
 

石田一真君（城南小６年）が　　　　   
消防長賞を受賞 

 

 

 

 

　９月29日、柏葉館で児童館まつりが開催され、様々

な遊び体験などが行われました。 

　この日訪れた子どもたちは、けん玉やメンコなどの

昔遊びや、ペットボトルと風船を使って作る空気鉄砲、

射的や輪投げなどで楽しく遊んでいました。 

　また、午後には一生懸命練習したヒップホップダン

スの発表や、子ども会ジュニアリーダーによるゲーム、

抽選会などが行われ、一日を通して楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　「ゆるりしちのへ七里ウォーキング～奥州街道コース」

が10月５日、七戸体育館から蒼前平一里塚までの区

間で開催され、町内外から約80名が参加しました。 

　参勤交代に用いられた奥州街道の松並木など、約

10kmを歩いた参加者たちは、爽やかな汗を流しなが

ら七戸の秋を楽しんでいました。ゴールの蒼前平一里

塚では、「わの会」（盛田惠津子会長）を中心としたボ

ランティアスタッフによる豚汁などが振る舞われました。 

　春・夏・秋の全てのコースに参加し、七里（約28km）

を歩いた参加者13名には、記念品として七戸町の特

産品が贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　中部上北広域事業組合消防本部（蛯沢栄作消防長）

は10月１日、平成25年度児童防火作品入賞者表彰式

を行い、「警報器　防火意識の　第一歩」という作品で、

標語の部最優秀賞の消防長賞に輝いた石田一真君を表

彰しました。 

　これは、秋の火災予防運動に伴い、小学生への火災

予防思想の普及を目的に、毎年標語と習字の防火作品

を募集しているもので、今年は標語の部に479点、習

字の部に239点の作品が集まりました。 

　石田君の標語は、１年間中部上北広域事業組合で、

火災予防の啓発に活用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　中部上北消防本部（蛯沢栄作消防長）は10月６日、

同本部で消防活動を体験できる消防フェスタを開催し、

七戸町と東北町の中部上北少年消防クラブ員25名が

参加しました。 

　このフェスタは、防火意識の向上を目的に、今年初

めて開催されました。少年消防クラブ員は、放水や消

火、救助器具を使った訓練などを体験し、消防業務へ

の理解を深めました。 

 

 

 

▲ロープ渡りに挑戦する少年消防クラブ員 

▲蒼前平一里塚を歩く参加者 

▲消防長賞を受賞した石田君と蛯沢消防長 

▲ティッシュを使ったアートに取り組む子どもたち 
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　「鉄道の日」の10月14日、七戸十和田駅のPRに貢

献したことが認められ、七戸はやぶさPR隊隊長の菅

岡哲郎さんが、一日駅長を務めました。 

　この日は、白い制服に身を包んだ菅岡さんのほか、

隊員の方々も緑色のはやぶさスーツで登場。上り・下

りの新幹線の出迎えと見送りを行いました。また、七

戸十和田駅の利用者には記念品が贈られ、七戸十和田

駅のより一層の利用促進に向け呼びかけを行っていま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　10月22日、旧盛田牧場の「南部曲屋育成　舎」の

修復が完了し、記念セレモニーが行われました。 

　同　舎は、現存する最古の　舎として、2000年に

国の登録有形文化財に指定されていましたが、老朽化

が激しかったため、「空・山・川・海・大地を愛する会」

（金子春雄理事長）が全国の競馬ファン等から寄附を

募り、茅葺き屋根の修復等を行ってきました。 

　今後は、馬の飼育や馬具などの展示を無料で一般公

開し、新たな観光スポットとして活用していくことと

しています。 

 

 

 

 

 

 

　七戸町かだれ田舎体験協議会（立　由紀夫会長）は

10月６日、「かだれ！にんにく里親物語～植付編～」

を開催しました。町外から参加した16名は、農家の

方に教わりながら一粒ずつ丁寧ににんにくの種を植え

付ける作業を体験。昼食ではにんにくのホイル焼きの

ほか、栗ごはんやきのこ汁など、秋の味覚を堪能しま

した。また、栗拾いや野菜が当たる抽選会もおこなわ

れ、参加者はたくさんのおみやげを持ち帰りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　10月15日、十和田おいらせ農業協同組合青年部七

戸支部（寺澤祐介支部長）が七戸地区向田の実験田で

小学生を対象とした稲刈り体験を行いました。 

　はじめに、七戸小学校と城南小学校の５年生が、６

月に自分たちで植えた稲を、鎌を使って手刈りしまし

た。その後、青年部員と一緒にコンバインに乗車して

刈り取りを体験した児童は、その早さに驚いていまし

た。体験を終えた児童は「長靴が泥にはまって大変だっ

たけど、楽しかった。自分たちで植えた稲がおおきく

育って良かった」と感想を述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かだれ！にんにく里親物語 
　　　　　　　  ～植付編～」を開催 
 

お米の大切さを学ぶ 
　　　　　　　  小学生が稲刈り体験 
 

旧盛田牧場の南部曲屋　舎修復　　 
　　　　　　　　　  完成セレモニー 

 

七戸はやぶさPR隊菅岡哲郎さんが　 
  七戸十和田駅一日駅長でおもてなし 

 

▲「はやて」の見送りをする七戸はやぶさPR隊 

▲丁寧ににんにくの植え付けをする参加者 

▲機械刈りの早さに驚く児童 

▲修復が完了し披露された南部曲屋 

きゅうしゃ 



（4） 平成25年（2013）11月号 

副町長に似鳥和彦氏選任 

　９月議会定例会で、似鳥和彦氏が副町長に選任されました。 

　任期は平成25年９月12日から平成29年９月11日までです。 

 

　また、七戸町職員の異動がありましたのでお知らせします。 
 

　　◎総 務 課 長　瀬川　勇一（商工観光課長） 

　　◎商工観光課長　田嶋　邦貴（スポーツ振興課長補佐） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます 
 

～～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～～ 

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の

１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です。 

　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。こ

のため、平成25年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定

申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。 

　また、平成25年10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方について

は、翌年の２月上旬に送付されます。 

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができますの

で、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。 

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されてい

る番号にお問い合わせください。 

 

＜控除証明書専用ダイヤル＞　0570－070－117（ナビダイヤル） 

　　050から始まる電話または070－5＊＊＊・070－6＊＊＊で始まる電話（ＰＨＳ）でおかけになる場合

　は03－6700－1130 

＜受付期間＞　平成25年11月１日（金）～平成26年３月14日（金） 

＜受付時間＞　○月　曜　日　午前８時30分～午後７時 

　　　　　　　○火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 

　　　　　　　○第２土曜日　午前９時30分～午後４時 

　　　　　　　月曜日が祝日の場合は、火曜日に午後７時まで相談をお受けします。 

　　　　　　　祝日、12月29日～１月３日は、ご利用いただけません。 

 

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いた

　だけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は通常の通話料金がかかり

　ます。「03－6700－1130」の電話番号は、通常の通話料金がかかります。 

 

 

11月の移動年金相談日　11月27日（水）　七戸町柏葉館　午前10時30分から午後３時 
 

完全予約となっていますので、予約を忘れずに。 
 

○予約及び問合せ先 

青森年金事務所☎017－734－7498　町民課☎68－2115　庶務課☎62－2111 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 
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　10月10日、七戸町中央公民館において天間林地

区中学校の再編（統合）に関する住民懇談会が開

催され、住民約20人が出席しました。 

　今回の懇談会では、前回７月、８月に行われた

計３回の懇談会で出された意見等を踏まえ、教育

委員会で再検討した案を提示しました。 

　教育委員会では、統合中学校の開校は平成29年

４月を目指し、天間林運動公園周辺（左下図）に

新校舎を建築するという案を提示し、出席した住

民からは了承を得られました。 

　これを受け、10月24日には町議会議員全員協議

会が開催され、議員に対しこれまでの経緯経過等

を報告しました。 

　今後は、平成29年４月の統合開校に向け、統合

準備委員会（仮称）の立ち上げや関係機関との協

議調整を図りながら進めていきます。　 

 

（写真）住民懇談会の様子 

 

 

 
○問合せ先　学務課　☎62－9701 

 
 
 
 
 

 
野球場 

駐車場 

駐車場 

老人福祉 
センター 

屋内温水 
プール 

陸上競技場 

天間林体育館 

天間林地区中学校の再編（統合）について 天間林地区中学校の再編（統合）について 
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歳　　児 
３歳児（３年保育） 
４歳児（２年保育） 
５歳児（１年保育） 

定　　員 
15人 
30人 
30人 

募集人員 
15人 
9人 
12人 

対　　　象 
平成22年４月２日～平成23年４月１日 
平成21年４月２日～平成22年４月１日 
平成20年４月２日～平成21年４月１日 

 

 

 

―学校教育のスタートは幼稚園から― 
　幼稚園は、幼児の発達を踏まえて、初めての集団生活の中で一人ひとりのよさや可能性を伸ば
していくところです。  
　本園では、「遊び」を大切にした教育を行っています。この時期に思いっきり遊ぶことは人とうまくかか
われるようになったり、言葉が豊かになったり、自然の不思議さに気づいたりするなど子どもたちの将来に
とって重要な学習であると思っています。 
　毎週月曜日行っているALT（外国語指導助手）による英語ふれあい教室は、子どもたちの大好きな活動の
ひとつです。ゲーム遊びを通して、果物や動物の単語を無理なく覚えたり、日常の会話をすることで英語が
身近なものになってきています。 
　サッカー教室も月２回行っています。基本的なルールも遊びの中から身につき、自然な形でサッカーボー
ルに親しんでいます。挑戦しようとする気持ちも芽生えてきています。 
　いろいろな経験を通して、小学校以降の学力の基礎づくりをしていきたいと考えています。 
 
募集人員及び応募資格 
 
 
 
 
 
出　願　手　続　入園願書に記入・捺印のうえ下記の要領で提出してください。 
　　　　　　　　　①入園願書　七戸幼稚園・中央公民館・南公民館・学務課にあります。 
　　　　　　　　　②出願期間　平成25年11月５日（火）～受付を始めます。（但し土・日・祝日を除く） 
　　　　　　　　　　　　　　　募集人員に達し次第受付を締め切ります。 
　　　　　　　　　③受付時間　午前９時～午後５時 
　　　　　　　　　④提 出 先　七戸幼稚園（発送可） 
一日の保育時間　＜週 ５ 日 制＞・午前９時～午後２時（登園は午前7時30分からできます。） 
　　　　　　　　　　　　　　　・春季・夏季・冬季休業有り。 
　　　　　　　   ＜預かり保育＞・午後２時（保育終了後）～午後６時（事情に応じ午後6時30分可） 
　　　　　　　　　　　　　　　・年末・年始を除き、春季・夏季・冬季休業中も預かり保育有り。 
保育にかかる経費月額　保育料：4,400円 
　　　　　　　　　　　給食費：3,600円（学校給食　2月に調整） 
　　　　　　　　　　　諸経費：650円（PTA会費300円・学級費150円・施設設備費200円） 
減免措置　就園奨励費補助事業があります。（世帯の収入状況による補助事業制度） 
通園方法　通園バスはありませんので、保護者の送迎をお願いします。 
問合せ先　〒039－2523　七戸町字影津内98－59　七戸町立七戸幼稚園　☎0176―62－2018 
 
 
 
 
 
　整骨院や接骨院などで柔道整復師の施術を受けるときは、次のように保険証を使える場合と使えない場合
がありますので、ご注意ください。 
 
 ◎ 保険証を使えるとき 

　医師や柔道整復師に、外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫等（いわゆる肉ばなれを含む）と診断又は判断
され、施術を受けたとき 
＊内科的要因によるときはつかえません。また、骨折及び脱臼については、応急手当をする場合を除き、あ
　らかじめ医師の同意を得ることが必要です。 
 
 ◎ 保険証を使えないとき 

　・ 単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労 
　・ 脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善の見られない長期の施術 
　・ 保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等で治療中のもの 
　・ 労災保険が適用となる仕事中や通勤途中での負傷 
 
 ◎ 施術を受ける時の注意 

　・ 負傷の原因を正確にきちんと伝えましょう。 
　・ 療養費支給申請書の受取代理人欄（住所、氏名、委任年月日）には、原則として患者の自筆による記入が
　　 必要となります。 
　・ 施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診察を受けましょう。 
　・ 領収書を受け取り、大切に保管しましょう。 
 

○問合せ先　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821 
 

平成26年度　七戸幼稚園入園児募集 平成26年度　七戸幼稚園入園児募集 

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ 後期高齢者医療被保険者のみなさまへ 
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。 
 

児童虐待とは、 
【身体的虐待】…殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど 

【性 的 虐 待】…子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど 

【ネグレクト】…家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気　

　　　　　　　になっても病院に連れて行かないなど 

【心理的虐待】…言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力

　　　　　　　をふるう（ドメスティック・バイオレンス：DV）など 

 

 

 

 

 
児童相談所や社会生活課窓口に連絡・相談ください。 

・児童相談所（全国共通ダイヤル)　0570－064－000（お近くの児童相談所へつながります。） 
・連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。 

 
○問合せ先　社会生活課　☎68－2114 

 
 
 

 

◎平成25年度税制改正により、延滞金等の利率が見直されました。 

　国税の見直しに合わせ、地方税に係わる延滞金、還付加算金の利率（割合）の引き下げ【Ｈ26.1.1～】 
 

　各年の※「特例基準割合」が年7.3％に満たない場合には、その年中においては、次ぎに掲げる延滞金・還

付加算金の区分に応じ、それぞれ次ぎに定める割合となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　 

※「特例基準割合」とは、各年の前々年の10月から前年９月までの各月における銀行の新規の短期貸出約定平均金利の合計を12で
　除して得た割合として各年の前年の12月15日までに財務大臣が告示する割合に、年１％の割合を加算した割合をいう。  

◎平成26年度から個人町・県民税の均等割額が引き上げられます。 

　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地

方税の臨時特例に関する法律」が平成23年12月２日に公布（同日施行）され、臨時の措置として平成26年

度から平成35年度まで10年間、町民税と県民税が年額で各500円引き上げられます。なお、町・県民税が非

課税の方は、引き上げによる影響はありません。 

 

 

 

 

 

○問合せ先　税務課　☎68－2113 

虐待を受けたと思われる 

子どもがいたら。 

ご自身が出産や 

子育てに悩んだら。 

子育てに悩む 

親がいたら。 

 

 

延滞金 

 

納期限後 

1ヶ月以内 

 

還付加算金 

本則 

 

14.6％ 

 

7.3％ 

 

7.3％ 

 

現行の特例 

 

－ 

平成25年割合4.3％ 

※（年4.0％+年0.3％） 

「年4％+前年11月30日時点の公定歩合」 

平成25年割合4.3％ 

※（年4.0％+年0.3％） 

特例の見直し 

（14.6％については、特例の創設） 

※「特例基準割合」 

貸出約定平均金利+1％+7.3％＝Ｂ 

※「特例基準割合」 

貸出約定平均金利+1％+1.0％＝Ａ 

※「特例基準割合」 

貸出約定平均金利+1％ 

【参考】 

貸出約定平均金利1.0％（Ｈ26.1.1～） 

9.3％　Ｂ 

 

3.0％　Ａ 

 

2.0％　　 

区　分 

町民税（均等割） 

県民税（均等割） 

合　計 

平成25年度まで（現行） 

3,000円 

1,000円 

4,000円 

平成26年度から平成35年度まで（引き上げ後） 

3,500円   （500円増） 

1,500円   （500円増） 

5,000円（1,000円増） 

11月は児童虐待防止推進月間です 11月は児童虐待防止推進月間です 

税務課からのお知らせ 税務課からのお知らせ 

ぎゃくたい 
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募 集 住 宅　けやき団地３号（住所）七戸町字中野81番地19 

　　　　　・建設年度　平成４年度　・間　　取　木造平屋（６・８・10Ｌ・5.4ＤＫ) 

　　　　　・家　　賃　約16,900円～25,200円（所得により個人差あり） 

募 集 期 間　11月１日（金）～15日（金）　午前８時15分～午後５時（土・日・祝日除く） 

入居予定日　12月下旬予定 

敷　　　金　入居家賃３ヶ月分 

選 考 方 法　選考委員会にて審査のうえ決定します。（なお、公開抽選により決定する場合もあります。） 

入居者資格　次による条件を満たしている方 

　　　　　　１）現に同居し、又は同居しようとする親族があること。 

　　　　　　　・ただし、以下のいずれかに該当する方は、単身での入居が可能です。 

　　　　　　　①平成25年３月31日の時点で57歳以上となっている方 

　　　　　　　②身体障害者手帳の交付を受けている、１級から４級の障害者の方 

　　　　　　　③精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている、１級から３級の障害者の方 

　　　　　　　④③に規定する精神障害の程度に相当する知的障害者の方 

　　　　　　　⑤戦傷病者手帳の交付を受けている、恩給法別表第１号表の３の第１款症以上の障害者の方 

　　　　　　　⑥原子爆弾被爆者のうち厚生労働大臣の認定を受けている方 

　　　　　　　⑦生活保護受給者の方 

　　　　　　　⑧海外からの引揚者で本邦に引き揚げた日から起算して５年を経過していない方 

　　　　　　　⑨配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（以下「ＤＶ法」）に規定する被害者

　　　　　　　　で次のイ又はロのいずれかに該当する方 

　　　　　　　　イ　ＤＶ法の規定による一時保護又は保護が終了した日から起算して５年を経過していな

　　　　　　　　　い方 

　　　　　　　　ロ　ＤＶ法の規定により裁判所がした命令の申し立てを行った者で当該命令がその効力を

　　　　　　　　　生じた日から起算して５年を経過していない方 

　　　　　　２）規定された所得（概ね月15.8万円）以下であること。 

　　　　　　　　参考：平成25年度所得課税証明書（入居者18歳以上全員分加算） 

　　　　　　３）現に住宅に困窮していることが明らかであること。 

　　　　　　　・原則として、持ち家のある方は申し込むことができません。 

　　　　　　４）住民税等公的支払を滞納していないこと。 

　　　　　　５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に、規定する暴力団員でないこと。 

　　　　　　５）七戸町在住の連帯保証人が２人あること。 

入居申込方法　町営住宅入居申込書に必要とされる書類を添えて申込みをしてください。 

必 要 書 類　１） 印鑑 

　　　　　　２） 世帯全員分の住民票（謄本） 

　　　　　　３）平成25年度所得・課税証明書・収入証明書 

　　　　　　　・所得が無くても18歳以上の方（主婦・学生・無職等）は、必要です。 

 
○申込み・問合せ先　建設課　☎62－6244 

 
 
 

 

　法務大臣より、平成25年10月１日付けをもって人権擁護委員に小原

勇作さんが委嘱されました。 

　人権擁護委員は、町の相談役となっておりますので、困りごと、悩

みごと、嫌がらせなどありましたら、お気軽にご相談ください。 

 

○問合せ先　町民課　☎68－2112 
 

町営住宅入居者募集！！ 町営住宅入居者募集！！ 

人権擁護委員新任のお知らせ 人権擁護委員新任のお知らせ 
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住
民
懇
談
会 

 

開
催
し
ま
し
た
！ 

  

　
世
界
遺
産
対
策
室
で
は
「
史
跡
二
ツ
森
貝

塚
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
地
元
住
民
の
合
意
形

成
を
得
る
た
め
、
地
区
住
民
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
住
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主

な
質
問
・
要
望
等
を
報
告
し
ま
す
。 

 　
開
催
日
時
　
９
月
18
日（
水
） 

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜 

　
開
催
場
所
　
二
ツ
森
地
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
内
　
　
容
　
①
世
界
遺
産
の
概
要 

　
　
　
　
　
　
②
七
戸
町
の
取
り
組
み 

　
　
　
　
　
　
③
登
録
に
向
け
て
の
課
題
等 

 

※
Ｑ
住
民
：
質
問
・
要
望
　
Ａ
町
：
回
答 

 

Ｑ
　
今
年
度
の
推
薦
物
件
が
他
に
決
定
し
た

よ
う
だ
が
、
縄
文
遺
跡
群
は
ど
う
な
の
か
？ 

Ａ
　
世
界
遺
産
の
推
薦
は
１
年
に
１
件
し
か

推
薦
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
狭
き
門
で
あ
る
。 

Ｑ
　
保
存
管
理
計
画
書
の
策
定
状
況
は
？ 

Ａ
　
既
に
計
画
書
案
は
作
成
し
て
い
る
。
今

回
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
踏
ま
え
、
早
期
に
完

成
さ
せ
た
い
。 

Ｑ
　
縄
文
遺
跡
群
は
な
ぜ
北
海
道
・
北
東
北

の
18
遺
跡
に
絞
っ
て
い
る
の
か
？ 

Ａ
　
全
国
的
に
も
北
海
道
・
北
東
北
は
縄
文

遺
跡
の
数
が
多
い
う
え
に
、
代
表
的
な
遺
跡

も
多
い
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
絞
っ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
理
由
を
推
薦
書
の
中
で
明
確
に

示
す
必
要
が
あ
る
。 

Ｑ
　
緩
衝
地
帯
を
設
定
し
な
け
れ
ば
世
界
遺

産
に
な
ら
な
い
の
か
？
ま
た
、
何
ら
か
の
規

制
が
発
生
す
る
の
か
？ 

Ａ
　
緩
衝
地
帯
の
設
定
は
世
界
遺
産
登
録
の

必
須
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
行
の

各
種
法
令
を
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
の

と
こ
ろ
新
た
に
規
制
を
掛
け
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。 

※
緩
衝
地
帯
と
は
…
世
界
遺
産
の
価
値
を
損

　
な
わ
な
い
た
め
、
そ
の
景
観
や
環
境
を
保

　
護
す
る
区
域
。 

Ｑ
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
設
置
を
要
望
す
る
。 

Ａ
　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
の
設
置
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

Ｑ
　
開
発
申
請
の
窓
口
を
一
本
化
で
き
な
い

か
？ 

Ａ
　
関
係
機
関
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置

し
、
そ
の
中
で
対
応
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。 

 

※
今
回
の
掲
載
内
容
で
ご
不
明
な
点
な
ど
ご

　
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。 

　
ま
た
、
縄
文
遺
跡
群
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

世
界
遺
産
対
策
室
　
☎
６
２
ー
９
７
０
２ 

公
式
Ｈ
Ｐ
　h

ttp
://jo

m
o
n
-jap
an
.jp
/  

世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ
６ 
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○：実施する　　×：実施しない 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

　
健
康
福
祉
課 
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

◎
保
健
セ
ン
タ
ー 

総
合
健
診
の
お
知
ら
せ 

                 

◆
受
付
時
間 

・
総
合
健
診 

　
午
前
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

・
婦
人
検
診 

　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
45
分 

　
11
月
の
総
合
健
診
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

　
す
で
に
申
込
み
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
問
診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
こ
れ
か
ら
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
保
険
の
種
類
、
年
齢
な
ど
に

よ
り
受
診
で
き
な
い
項
目
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
健
康
福
祉

課
ま
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

◎
借
金
と
こ
こ
ろ
の 

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

 

　
弁
護
士
・
保
健
師
な
ど
の
相
談
員

が
チ
ー
ム
と
な
り
、
借
金
の
相
談
だ

け
で
な
く
、
心
の
ケ
ア
や
生
活
再
建

に
向
け
た
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。  

日
程
及
び
会
場 

①
11
月
23
日（
土)  

　
十
和
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー  

②
12
月
14
日（
土)  

　
三
沢
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー  

③
１
月
18
日（
土)  

　
三
沢
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー  

④
２
月
８
日（
土)  

　
十
和
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー  

問
合
せ
　
青
森
り
ん
ご
の
会 

（
青
森
多
重
債
務
被
害
等
を
な
く
す
会
）  

☎
０
１
７
ー
７
１
８
ー
３
７
９
２ 

 

◎
歯
周
疾
患
検
診
は 

12
月
28
日
ま
で
実
施 

 

　
町
で
は
、
今
年
度
に
30
歳
・
40
歳
・

50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
を
対

象
に
歯
周
疾
患
検
診
を
町
内
の
歯
科

医
院
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
対
象
者
に
は
す
で
に
個
別
に
通
知

し
て
い
ま
す
が
、
歯
科
問
診
票
を
紛

失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で

健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。 

実
施
期
間
　
12
月
28
日（
土
）ま
で 

料
　
　
金
　
無
料 

 

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て 

 

対
象
者 

①
「
満
65
歳
以
上
の
住
民
の
方
」（
昭

　
和
23
年
10
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

　
た
方
） 

②
「
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

　
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
ま
た
は
免
疫

　
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
」 

助
成
期
間 

　
11
月
１
日（
金
）〜
11
月
30
日（
土
） 

＊
医
療
機
関
名
、
料
金
な
ど
詳
し
い

　
こ
と
は
、
対
象
者
に
通
知
し
て
い

　
ま
す
。 

 

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

予
防
に
つ
い
て 

 

　
例
年
12
月
〜
４
月
に
か
け
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。
　 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
た
だ
の

”か

ぜ
“
と
は
違
い
、
症
状
が
重
く
、
特

に
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱

い
方
々
が
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す

く
、
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
、  

１
〜
５
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
38
℃

以
上
の
高
熱
や
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身

症
状
が
現
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
、
外
出
後
の
う
が
い
や
手
洗
い
、

外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
等
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を
行
う
と
と
も

に
、
か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
他
の
人
へ
の
感
染
拡
大
の
防
止
の

た
め
、「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
！  

 

・
せ
き
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、

　
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ

　
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
せ
き
・
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ

　
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、

　
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
て
１
ｍ

　
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。  

・
鼻
汁
・
た
ん
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ

　
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

　
ま
し
ょ
う
。
（
で
き
れ
ば
ふ
た
付

　
の
ゴ
ミ
箱
が
よ
い
） 

・
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着

　
用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。  

※
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
用
の
マ
ス
ク
は
、

　
薬
局
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
等
で
市
販
さ
れ
て
い
る
不
織
布
（
ふ

　
し
ょ
く
ふ
）
製
マ
ス
ク
の
使
用
が

　
推
奨
さ
れ
ま
す
。 

※
マ
ス
ク
の
装
着
は
説
明
書
を
よ
く

　
読
ん
で
、
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ

　
う
。 

 

◎
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー(

い
の
ち
の 

門
番)

研
修
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

〜
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
… 

　
気
づ
い
て
、受
け
止
め
、つ
な
が
り
、 

見
守
ろ
う
〜 

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聴
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。 

　
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が
、
き

っ
と
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                   

場 

所
　
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 
 
 
 
 
 
 

 
月　日 

 

11月18日 

(月) 

11月19日 

(火) 

 

 
場所 

 

 

柏 

葉 

館 

 

特定健診 
（メタボ健診） 

○ 

○ 

 

胃・肺・大
腸・前立腺 
がん検診 

○ 

○ 

 

乳・子宮 
がん検診 

× 

○ 

 

月　日 

11月26日 

(火) 

12月  6日 

(金) 

12月24日 

(火) 
 

1月17日 

(金) 

 

内　容 

「話の聴き方を学び、 

聴き上手になろう」 

「話の聴き方を実践的に 

学び、身につけよう」 

「気をつけてあげよう！ 

身近な人のサイン」 

「地域でできる 

ゲートキーパー」 

 

講　師 

 
 

青森大学社会学部 

社会福祉学科　 

　教授　藤林正雄氏 

 
 

十和田市こころの広場 
ルピナスの会 
　会長　田中砦子氏 
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上十三保健所健康相談等日程 
 

＊利用される方は受付時間を厳守してください。 
　また、なるべく事前に予約をしてご利用ください。 

 
〈場　所〉　上十三保健所　〈問合せ〉　☎23－4261 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊HIV（エイズ）、B型及びC型肝炎検査、精神保健関係のご相談
　は予約をしてご利用ください。 
＊HIV（エイズ）、B型及びC型肝炎検査の結果は、2週間後に来
　所して頂いて説明いたします。 

 
 
 
 

 

 

 

～若い頃から「生活習慣病予防対策」～ 

『第３回ファンクショナルエクササイズ 
＆ダンスサイズ』のご案内 

　ファンクショナルエクササイズは体のゆ
がみをとり、「痩せやすい」「太りにくい」「ケ
ガをしにくい」体づくりに効果があります。
また、ダンスサイズは脂肪燃焼効果で、生
活習慣病予防・改善ができます。みなさま
のご参加をお待ちしています。  
講　師　メディカルフィトネスいぶき 

鈴木光広　氏 
期　日　11月21日（木） 
　　　　午後６時30分～７時 
場　所　天間林保健センター  
※参加費無料。飲み物、上履き（運動靴）
　をご持参ください。 
　事前に、健康福祉課へお申込みください。 
 
 
 
 

月　日 
11．  5（火） 
11．19（火） 
11．  5（火） 
11．19（火） 

11．  5（火） 
11．19（火） 

 

11．19（火） 
 
 

11．20（水） 
 
 

11．27（水） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種 　 別  

結核接触者健診 

ＨＩＶ(エイズ) 
に関する相談 

Ｂ型及びＣ型 
肝炎検査 

 
 
女性健康相談 
 
 
精神保健福祉相談 
 
 
療育相談 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受 付 時 間  

9：00～11：00 
 

13：00～14：00 
 

13：00～14：00 
 
 

10：00～10：30 
 
 

13：00～14：00 

2回目以降の方 
9：30～10：30 
初めての方 
10：30～11：00 

 
 
 
 
 

対 象 等  

結核患者家族及び接触者 
 
希望者 
 
県内市町村に住所を有
し過去に検査を受けた
ことがない希望者 
思春期から更年期まで
の心身の健康や、不妊
に関する一般的な相談
を希望する方 

精神保健等の相談 

 

発達が心配な乳幼児 

 

 

 

献 血 の お 知 ら せ   
 

　献血は、健康であれば最も身近にできる
ボランティアです。より多くの方のご協力
をお願いします。  
実施日　11月16日（土）  
場　所　イオン七戸十和田駅前店 
時　間　①午前10時～正午
　　　　②午後１時15分～午後４時30分 
 
 



（12） 平成25年（2013）11月号 

 

第
21
回 

青
森
県
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果  

第
13
回 

全
国
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会 

天
間
西
小
学
校
６
年
生
が 

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
習  

     　
８
月
25
日
〜
９
月
23
日
に
、
県
総
合
運
動
公
園
で
第
21
回 

青
森
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

《
所
属
：
七
戸
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
》 

　
１
位
　
桃
　
林
　
輝
　
昭
　
　
走
幅
跳
（
全
国
大
会
出
場
） 

　
１
位
　
天
　
間
　
竜
　
一
　
　
砲
丸
投
（
全
国
大
会
出
場
） 

　
１
位
　
白
　
木
　
清
　
美
　
　
砲
丸
投 

　
１
位
　
沢
　
尻
　
政
　
司
　
　
走
幅
跳 

　
１
位
　
奥
　
山
　
宮
　
子
　
　
立
幅
跳 

　
１
位
　
哘
　
　
　
勝
　
悦
　
　
立
幅
跳 

　
２
位
　
田
　
中
　
　
　
操
　
　
立
幅
跳 

　
３
位
　
角
　
鹿
　
邦
　
男
　
　
盲
人
卓
球 

《
所
属
：
個
人
》 

　
２
位
　
中
　
野
　
京
　
香
　
　
水
泳
自
由
形
25
ｍ 

《
所
属
：
あ
ぜ
り
あ
苑
》 

　
１
位
　
福
　
島
　
　
　
透
　
　
陸
上
50
ｍ 

　
３
位
　
　
　
崎
　
有
生
乃
　
　
陸
上
50
ｍ 

 

　
七
戸
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
６
２
―
６
７
９
０ 

       

    
 

砲
丸
投
げ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
優
勝
！！ 

 

　
国
体
終
了
後
に
開
催
地
で
行
わ
れ
て
い
る
、
障
害
者
の
全

国
大
会
「
第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
10
月
12

日
〜
14
日
の
３
日
間
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
青
森
県
代
表
で
七
戸
町
よ
り
桃
林
輝
昭
選
手
（
貝
ノ
口
）

と
天
間
竜
一
選
手
（
森
ノ
上
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
郷
土
の

誇
り
を
懸
け
て
、
大
健
闘
を
し
た
天
間
竜
一
選
手
が
、
見
事

砲
丸
投
げ
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
２
種
目
で
優
勝
の
快
挙

を
達
成
し
ま
し
た
。 

  

                        　
天
間
西
小
学
校
（
乙
山
和
子
校
長
）
の
６
年
生
が
10
月
８

日
、
七
戸
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
つ
い
て
町
内
施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
道
の
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動
車
の

充
電
設
備
や
電
気
バ
ス
を
見
学
し
た
後
、
役
場
本
庁
舎
前
に

設
置
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
見
学
。
町
担
当
者
が
行

っ
た
説
明
に
真
剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
見
学
終
了
後
は
、「
町
全
体
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
？
」、「
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
っ
た
の
か
？
」

な
ど
の
質
問
を
行
い
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

クリーンエネルギーの説明に耳を傾ける児童ら 

 

２つの金メダルを手に笑顔の天間選手（中）と桃林選手（左） 
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《
俳
　
句
》 

 

ひ
ら
ひ
ら
と
孫
の
お
下
り
案
山
子
着
る 

天
間
ス
ヱ 

雨
も
な
き
賢
治
の
里
や
栗
ひ
ろ
ふ 

哘
崎
ア
イ
子 

ゆ
っ
く
り
と
案
山
子
街
道
散
策
す 森

野
弘
美 

別
れ
か
も
知
れ
ぬ
見
舞
や
秋
時
雨 和

田
馴
二 

萩
の
日
や
陽
は
少
し
づ
つ
お
だ
や
か
に 

　
瀬
川
翠
蛙 

さ
わ
や
か
や
表
情
無
限
の
海
あ
り
ぬ 

福
田
露
幸 

 

《
川
　
柳
》「
敷
　
く
」 

 

風
呂
敷
を
な
び
か
せ
孫
は
得
意
顔 

布
実 

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
敷
い
て
彼
女
と
見
る
入
り
日 香 

話
し
好
き
大
風
呂
敷
を
畳
め
な
い 

幸 
文
芸
欄 

文
芸
欄 

ば
ち 

新 着 図 書 情 報 

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

お知らせ　 両館では「読書週間におすすめする本」の展示を行っていますので、ぜひご利用ください。 

 

 

《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

注
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の 

　
　
　
日
の
本
万
歳
世
界
を
か
け
る 

沢
橋
美
沙 

 

裏
畑
に
稼
ぎ
て
お
れ
ば
キ
リ
ギ
リ
ス 

　
　
　
声
よ
く
鳴
く
に
心
晴
れ
ゆ
く  

中
村
ユ
キ 

 

秋
祭
り
身
を
大
振
り
に
撥
あ
げ
て 

　
　
　
響
く
太
鼓
の
天
ま
で
届
け 

　
瀬
川
翠
蛙 

 

音
読
を
毎
日
続
け
ボ
ケ
防
止 

　
　
　
今
朝
も
さ
わ
や
か
声
は
り
あ
げ
て 

橋
本
都
志
子 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

草
む
し
る
老
い
た
る
母
に
飼
猫
は 

　
　
　
付
か
ず
離
れ
ず
遊
び
て
お
り
ぬ 

原
信
子 

 

実
を
揺
ら
し
大
樹
と
な
り
て
皀
は 

　
　
　
旅
の
わ
れ
等
を
慰
め
く
れ
ぬ 

哘
崎
ア
イ
子 

 

雨
上
が
り
衣
干
さ
む
と
外
に
出
づ 

　
　
　
待
ち
て
ゐ
た
ら
し
さ
っ
と
せ
み
の
声 

高
田
洋
子 

 

老
い
松
の
影
さ
す
お
濠
に
澪
曳
き
て 

　
　
　
対
の
白
鳥
お
出
ま
し
な
さ
る 

佐
藤
悠
一 

さ
い
か
ち 

み
を 

■11月の休館日 
 　… 3日（日）、 
 　　23日（土）、 
 　　28日（木） 
 

☎62－2119 ☎68－2920
No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

祈りの幕が下りる時 
（加賀恭一郎シリーズ） 

ハピネス 

生きる事はおもしろい 

みちのく怪談コンテスト傑作選2011 

東洋の至宝を世界に売った美術商 
ハウス・オブ・ヤマナカ（新潮文庫） 

山下秀樹 水墨・墨彩画による馬の描法 
－年賀状を描く・色紙や和紙に描く－ 

決定版 男のガレージ＆工房 
DIYで作る自由空間ベストセレクション41 

シルバー川柳 ３ 
来世も 一緒になろうと 犬に言い 

かわいいキャラクター 
折り紙あそび 

からすのそばやさん 
（かこさとしおはなしのほん14） 

等　一般書　30冊　児童書　16冊 
（9/11～10/10　登録分） 

書 名  

梅雨の晴れ間 

明治・妖（あやかし）モダン 

燃える闘魂 

記憶障害の花嫁 

年を重ねることはおもしろい。 
－苦労や不安の先取りはやめる－ 

ホクトのきのこレシピ 
－おいしく、きれいに、健康に。－ 

世界一カンタンな疲れのとり方 

かぜのふえ（児） 

いのちのギフト（児） 
－犬たちと私から送る勇気のエール－ 

へんしんレストラン（絵本） 

一般書　17冊　児童書　18冊 
（10/1～10/30　登録（購入分）） 

著 者 名  

東 野 圭 吾  

桐 野 夏 生  

五 木 寛 之  

高 橋 克 彦  
赤 坂 憲 雄  
東　   雅 夫（編） 

朽 木 ゆり子 

山 下 秀 樹  

学研パブリッシング 

全国有料老人ホーム協会 
ポプラ社編集部（編） 

ブティック社 

か こ さとし 
（作・絵） 

 

著 者 名  

木 下 径 子  

畠 中 　 恵  

稲 盛 和 夫  

北 海 道 放 送  
報道部取材班 

吉 沢 久 子  

ホ ク ト  

植 森 美 緒  

やなせたかし 

日野原 重 明 

あきやまただし 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

油

の

流

出

事

故

に

 

ご

注

意

く

だ

さ

い

 

　
社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４ 　 

排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定
講
習
及
び
責
任

技
術
者
・
配
管
工
更
新
講
習
の
実
施
に
つ
い
て 

　
上
下
水
道
課 

☎
６
２-

６
２
４
３  

農
業
用
免
税
軽
油
の
免
税
証

交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い
て 

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
　
課
税
課 

 

☎
２
２-

８
１
１
１   

青

森
・
ソ

ウ

ル

線

で 

世

界

の

各

都

市

へ

！ 

青
森
県
企
画
政
策
部
交
通
政
策
課 

 

☎
０
１
７-

７
３
４-

９
１
５
３   

青
森
県
最
低
賃
金
改
正
の 

お

知

ら

せ

 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室 

 

☎
０
１
７-

７
３
４-

４
１
１
４   

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用 

促
進
強
化
期
間
」
で
す 

野
辺
地
公
共
職
業
安
定
所 

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
へ
じ
） 

 

☎
０
１
７
５-

６
４-

８
６
０
９  

       

　
毎
年
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が

河
川
に
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
は
「
給
油
中
の
不
注

意
」「
ゴ
ム
ホ
ー
ス
や
バ
ル
ブ
の
劣
化
」

に
よ
る
も
の
で
す
。
油
の
流
出
は
農
業

用
水
や
漁
場
の
環
境
を
汚
染
し
、
そ
の

処
理
に
多
く
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
処

理
費
用
は
原
因
者
が
全
額
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
油
が
流
出
す
る
前

に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
バ
ル
ブ
、
ホ
ー
ス

な
ど
を
「
点
検
」
し
、
給
油
中
は
「
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
」
な
ど
、
事

故
の
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

     

実

施

日
　
平
成
26
年
１
月
20
日（
月
） 

〜
30
日（
木
） 

※
詳
細
は
上
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い 

受
講
会
場
　
青
森
市
、
五
所
川
原
市
、

　
　
　
　
　
弘
前
市
、
八
戸
市 

受
講
手
数
料 

　
・
配
管
工
認
定
講
習
　
　
　
７
千
円 

　
・
責
任
技
術
者
更
新
講
習
　
７
千
円 

　
・
配
管
工
更
新
講
習
　
　
　
５
千
円 

（
別
途
振
込
手
数
料
が
必
要
） 

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間 

　
11
月
14
日（
木
）〜
12
月
３
日（
火
） 

申
込
方
法
　
申
込
書
に
所
定
の
書
類
を

　
添
え
、
直
接
、
上
下
水
道
課
ま
で
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

        
平
成
26
年
春
か
ら
使
用
す
る
農
業
用

免
税
軽
油
の
免
税
証
の
交
付
申
請
手
続

き
が
始
ま
り
ま
す
。 

受

付

日
　
11
月
22
日
（
金
） 

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

受
付
場
所
　
青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎 

　
販
売
店
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合
は
、

販
売
店
へ
申
請
書
類
を
提
出
し
、
受
付

日
に
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
日
を
過
ぎ
て
か

ら
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
免
税
証
の
交
付

が
農
作
業
開
始
に
間
に
合
わ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
申
請
書
類
に
つ
い
て
は
、
上
北
地
域

　
県
民
局
県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。 

     

　 　
青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

金
額
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

時
間
額
　
６
６
５
円
（
10
月
24
日
か
ら
） 

　
改
正
前
の
青
森
県
最
低
賃
金
（
６
５

４
円
）
か
ら
11
円
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
、
労
働
者

を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
製
造
業
と
小
売
業
の
一

部
に
は
、
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
青
森
労
働
局
長

の
許
可
無
く
青
森
県
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、

最
低
賃
金
法
違
反
と
な
り
、
罰
則
規
定

（
罰
金
額
50
万
円
以
下
）が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
青
森

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

       
労
働
保
険
の
手
続
き
は 

お
す
み
で
す
か
？ 

　
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
（
手

続
き
を
行
わ
な
い
場
合
、
職
権
に
よ
り

強
制
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。 

労
災
保
険
…
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害

　
に
よ
り
負
傷
等
を
し
た
場
合
、
必
要

　
な
保
険
給
付
を
行
い
ま
す
。 

雇
用
保
険
…
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
、

　
生
活
安
定
及
び
再
就
職
促
進
の
た
め

　
必
要
な
失
業
給
付
を
行
い
ま
す
。 

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！ 

      

青
森
・
ソ
ウ
ル
線
で
、 

韓
国
へ
ひ
と
っ
飛
び
！ 

さ
ら
に
ラ
ク
ラ
ク
乗
り
継
ぎ
で 

世
界
の
各
都
市
へ
！ 

　
青
森
・
ソ
ウ
ル
線
は
、
水
・
金
・
日

曜
日
の
週
３
便
運
行
。
週
末
を
利
用
し

た
旅
行
に
も
便
利
で
す
。
世
界
と
繋
が

る
仁
川
空
港
は
、
乗
換
も
ラ
ク
ラ
ク
。

バ
ン
コ
ク
、
ハ
ノ
イ
、
香
港
、
北
京
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ホ
ノ
ル
ル
、
グ
ア
ム

な
ど
、
世
界
の
各
都
市
へ
。
青
森
・
ソ

ウ
ル
線
を
利
用
す
る
と
、
駐
車
料
金
が

最
大
千
円
。
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
青

森
空
港
駐
車
料
金
減
免
の
社
会
実
験
を

実
施
中
で
す
。 
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募

集

募

集

 
募

集

 
       

七
戸
町
で
先
生
を
や
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
七
戸
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26

年
度
町
独
自
採
用
の
小
中
学
校
臨
時
講

師
を
募
集
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
11
月
５
日（
火
）〜 

12
月
12
日（
木
） 

募
集
人
数
　
臨
時
講
師
　
若
干
名 

給
　
　
与
　
初
任
給
　
大
学
卒 

　
　
　
　
　
　
19
万
９
２
７
２
円 

（
各
種
手
当
有
） 

　
　
　
　
　
県
費
職
員
に
準
ず
る 

任
用
期
間
　
平
成
26
年
４
月
１
日
〜 

平
成
27
年
３
月
30
日 

そ

の

他
　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　 

    

対
　
　
象
　
昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降

　
　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
方 

業
務
内
容
　
障
が
い
を
有
す
る
、
ま
た

　
　
　
　
　
は
、
介
助
を
要
す
る
な
ど

　
　
　
　
　
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

　
　
　
　
　
る
児
童
・
生
徒
の
学
校
生

　
　
　
　
　
活
の
支
援 

募
集
人
数
　
若
干
名 

勤
務
条
件
　
原
則
と
し
て
週
５
日
（
年

　
　
　
　
　
間
１
２
０
０
時
間
）
１
日

　
　
　
　
　
８
時
間
以
内
（
勤
務
校
に

　
　
　
　
　
よ
り
変
動
有
り
、
学
校
の

　
　
　
　
　
長
期
休
業
中
は
勤
務
な
し
） 

勤
務
場
所
　
町
内
小
・
中
学
校 

報
　
　
酬
　
時
給
１
０
０
０
円 

（
社
会
保
険
な
し
） 

任
用
期
間
　
平
成
26
年
４
月
１
日
〜 

平
成
27
年
３
月
30
日 

（
必
要
に
応
じ
て
再
任
あ
り
） 

受
付
期
間
　
11
月
29
日（
金
）ま
で
（
土
・

　
　
　
　
　
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　
　
　
　
　
15
分
〜
午
後
５
時
ま
で
） 

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に

　
　
　
　
　
顔
写
真
貼
付
）
郵
送
可 

面
接
試
験
　
12
月
15
日（
日
） 

七
戸
庁
舎
３
階 

　
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分 

　
作
文
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分 

　
　
（
課
題
に
つ
い
て
は
、
当
日
お
知

　
　
ら
せ
し
ま
す
） 

　
面
接
　
午
前
11
時
〜
　
　
　  

            

    

募
集
人
数
　
２
名
程
度 

応
募
資
格
　
①
看
護
師
免
許
を
有
し
て

　
　
　
　
　
　
い
る
方 

　
　
　
　
　
②
平
成
26
年
３
月
卒
業
見

　
　
　
　
　
　
込
み
の
方
で
看
護
師
免

　
　
　
　
　
　
許
取
得
見
込
の
方 

応
募
書
類
　
履
歴
書
１
通
、
看
護
師
免

　
　
　
　
　
許
の
コ
ピ
ー
（
卒
業
見
込

　
　
　
　
　
の
方
は
卒
業
見
込
証
明
書

　
　
　
　
　
及
び
成
績
証
明
書
） 

応
募
締
切
　
11
月
29
日（
金
） 

採
用
試
験
　
応
募
書
類
を
確
認
後
、
面

　
　
　
　
　
接
・
作
文
に
よ
り
決
定 

採

用

日
　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
３
か
月
の
臨
時
採
用
後
、

　
　
　
　
　
７
月
１
日
本
採
用
予
定 

勤
務
時
間
　
３
交
代
制
勤
務
（
10
対
１

　
　
　
　
　
看
護
）
１
週
38
時
間
45
分 

       

募
集
種
目
　
自
衛
官
候
補
生 

（
任
期
制
・
陸
海
空
） 

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
男
性 

応
募
締
切
　
11
月
18
日（
月
） 

試
験
期
日
　
11
月
29
日（
金
） 

試
験
場
所
　
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地 

     

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
で

は
、
平
成
26
年
度
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。 

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。 

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。 

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。 

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら

　
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

　
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。 

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

　
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

　
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４

　
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を

　
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

　
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。 

○
１
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

　
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

出
願
締
切
　
２
月
28
日（
金
） 

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

 

（
予
定
）  
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町
費
負
担
の
小
・
中
学
校 

講

師

を

募

集

し

ま

す 

学
務
課 

☎
６
２-

９
７
０
１    

特
別
支
援
教
育
支
援
員 

募

集

の

お

知

ら

せ

 

学
務
課 

☎
６
２-

９
７
０
１    

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部 

 
三
沢
募
集
案
内
所 

☎
５
３-
１
３
４
６    

放

送

大

学

４

月

生

 

募

集

の

お

知

ら

せ

 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
７
２-

３
８-

０
５
０
０    

七

戸

病

院

 

看
護
師
募
集
の
お
知
ら
せ 

公
立
七
戸
病
院 

☎
６
２-

２
１
０
５ 



催
し
な
ど

催
し
な
ど 
催
し
な
ど 

「
第
９
回  

と
っ
て
お
き
の
話 

懇
話
会
」
の
開
催
に
つ
い
て 

七
戸
中
央
図
書
館 

☎
６
２-

２
１
１
９  

       

　
町
内
４
小
学
校
、
代
表
学
年
の
児
童

が
日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露
し
、
そ
の

感
想
を
互
い
に
発
表
し
合
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
が
今
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
学
習
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
な
表
現
方
法
で
発
表
す
る
の
か
、

ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ
ま
も
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

日
　
　
時
　
11
月
21
日（
木
） 

　
午
後
１
時
〜
３
時
15
分 

場
　
　
所
　
天
間
林
体
育
館 

内
　
　
容
　
①
町
内
４
小
学
校
、
代
表

　
　
　
　
　
　
学
年
の
学
習
発
表 

　
　
　
　
　
②
感
想
発
表
、
感
想
カ
ー

　
　
　
　
　
　
ド
の
作
成 

発
表
学
年（
発
表
順
）及
び
発
表
内
容 

（
予
定
） 

①
城
南
小
学
校
　
４
年
生（
28
名
） 

　『
駒
お
ど
り
を
受
け
つ
ご
う
』 

　
　
野
々
上
地
区
に
江
戸
時
代
か
ら
受

　
け
つ
が
れ
て
い
る
踊
り
で
す
。
七
戸

　
は
平
安
時
代
よ
り
名
馬
の
育
成
で
有

　
名
で
し
た
。
広
い
平
野
に
放
牧
し
、

　
春
に
若
い
馬
を
捕
獲
し
て
い
る
様
子

　
を
踊
り
で
表
現
し
て
い
ま
す
。 

②
天
間
東
小
学
校
　
５
年
生（
18
名
） 

　『
縄
文
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
に
は
』 

　
　
二
ツ
森
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
鹿
角

製
櫛
の
作
り
方
を
探
り
ま
す
。
県
重
宝

に
も
指
定
さ
れ
た
鹿
角
製
櫛
は
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
作
る
過
程
を
探
る
こ
と
で
、
作
業

の
大
変
さ
や
も
の
の
価
値
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。 

③
天
間
西
小
学
校
　
６
年
生（
39
名
） 

　『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
』 

　
　
七
戸
町
の
環
境
を
守
る
た
め
の
取

　
り
組
み
や
、
自
分
た
ち
に
身
近
な
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に
つ
い
て
調

　
べ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
住
み
よ

　
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

　
を
発
表
し
ま
す
。 

 

④
七
戸
小
学
校
　
６
年
生（
37
名
） 

　『
音
で
結
ぼ
う
　
心
の
絆
』 

　
　
小
学
校
生
活
の
中
で
学
ん
だ
鍵
盤

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
各
種

　
楽
器
の
奏
法
や
表
現
法
の
集
大
成
と

　
し
て
、
37
名
心
ひ
と
つ
に
思
い
を
込

　
め
て
演
奏
し
ま
す
。 

     

　
七
戸
町
の
　
歴
史
　
と
　
人
　
の
中

に
眠
っ
て
い
る
、
知
的
に
し
て
楽
し
い

　
と
っ
て
お
き
の
話
　
。
町
の
新
た
な

魅
力
が
発
見
で
き
る
と
好
評
で
す
。
今

年
度
最
後
の
懇
話
会
で
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
11
月
17
日（
日
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら 

場
　
所
　
南
公
民
館
　
集
会
室 

内
　
容 

　
①
演
題
「
上
北
鉱
山
の
話
」 

天
　
間
　
勝
　
也 

氏 

　
②
演
題
「
鳥
谷
幡
山
の
こ
と
」 

浜
　
中
　
達
　
男 

氏 

　
③
演
題
「
思
い
出
す
こ
と
〜 

『
七
戸
の
昔
か
だ
り
』№
２
」 

高
　
田
　
　
　
明 

氏 

※
各
演
題
と
も
30
分
程
度
の
予
定
で
す
。

主
　
催
　
と
っ
て
お
き
の
話
　
懇
話
会 

     

期
　
日
　
12
月
１
日（
日
） 

　
午
前
11
時
か
ら 

場
　
所
　
道
の
駅
し
ち
の
へ
七
彩
館
等 

内
　
容
　 

　
①
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

　
　
テ
ー
マ
「
七
戸
野
菜
の 

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
！？
」 

　
　
上
明
戸
華
恵
・
け
ん
ず
ろ
う
・ 

小
又
町
長 

　
②
け
ん
ず
ろ
う
の
野
菜
紹
介 

　
③
野
菜
セ
ミ
ナ
ー
　 

　
　「
今
日
か
ら
実
践
！
ア
ク
テ
ィ
ブ

　
　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
　
上
明
戸
華
恵
の

　
　
野
菜
の
魅
力
再
発
見
！
」
　
　
　

振
る
舞
い 

　
・
長
芋
す
い
と
ん
　
限
定
１
０
０
食 

　
　
　
正
午
か
ら 

　
・
長
芋
コ
ロ
ッ
ケ
　
限
定
１
０
０
食 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら 

 

     

日
　
時
　
11
月
９
日（
土
） 

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
50 
分 

場
　
所
　
青
森
県
立
七
戸
養
護
学
校 

（
体
育
館
、
校
内
各
教
室
） 

内
　
容
　
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

　
　
　
　
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
高

　
　
　
　
等
部
に
よ
る
作
品
や
食
品
等

　
　
　
　
の
販
売
。 

そ
の
他
　
校
内
に
、
児
童
生
徒
の
制
作

　
　
　
　
物
や
絵
画
、
写
真
な
ど
、
日

　
　
　
　
頃
の
学
習
活
動
を
紹
介
す
る

　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

      

日
　
時
　
12
月
８
日（
日
） 

午
後
１
時
〜
２
時
30
分 

場
　
所
　
南
公
民
館 

入
場
料
　
無
料 

演
　
目
　
喜
び
の
歌
ほ
か
、
管
楽
五
重

　
　
　
　
奏
な
ど 

     

 

ろ
っ
か
く 

せ
い
く
し 

（16） 平成25年（2013）11月号 

平
成
25
年
度
　
七
戸
町
小
学
生 

学
習
発
表
会
の
開
催
に
つ
い
て 

生
涯
学
習
課 

☎
６
２-

９
７
０
２ 　 

七
戸
十
和
田
駅
開
業
３
周
年
記
念 

イ
ベ
ン
ト「
し
ち
の
へ
七
彩
ま
つ
り
」 

商
工
観
光
課 

☎
６
２-

２
３
１
７ 　 

七

戸

養

護

学

校

 

学
習
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

青
森
県
立
七
戸
養
護
学
校 

 

☎
６
２-

２
３
３
１  

第
９
回
八
戸
チ
ェ
ン
バ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会 

七
戸
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　
阿
部 

 

☎
６
２-

３
４
８
５  



 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

お
詫
び
と
訂
正
 

 

          

    

９ 
月
16
日
〜
10
月
15
日
 

 ◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 
　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

川
村
　
鈴
華
ち
ゃ
ん
　

ひ
さ
子
さ
ん
　

蒼
　
前 

 川
村
　
心
愛
ち
ゃ
ん
　

春
　
香
さ
ん
　

高
屋
敷
 

 天
間
　
　
健
く
　
ん
　

尚
　
子
さ
ん
　

天
間
蒼
前
１

 

 中
村
　
愛
菜
ち
ゃ
ん
　

美
　
佳
さ
ん
　

榎
林
３ 

 

宮
沢
怜
緒
奈
ち
ゃ
ん
　

香
　
織
さ
ん
　

二
ツ
森
 

 

木
下
　
悠
生
く
　
ん
　

那
央
子
さ
ん
　

森
ノ
上
 

  

            

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

大
　
　
　
貞
　
男
さ
ん 

78
歳  

天
　
王
 

小
　
栗
　
武
　
雄
さ
ん 

75
歳  

天
　
王
 

中
野
渡
　
昭
　
一
さ
ん 

86
歳  

野
　
続
 

佐
　
野
　
敬
　
二
さ
ん 

90
歳  

　
町 

山
　
谷
　
直
　
正
さ
ん 

92
歳  

山
　
屋
 

竹
　
内
　
つ
　
る
さ
ん 

91
歳  

中
　
村
 

山
　
谷
　
榮
　
助
さ
ん 

83
歳  

高
屋
敷
 

佐
々
木
　
倉
太
郎
さ
ん 

84
歳  

和
田
下
 

沼
　
尾
　
竹
次
郎
さ
ん 

85
歳  

川
　
去
 

　
　
内
　
正
　
七
さ
ん 
88
歳  

舘
　
野
 

寺
　
澤
　
正
　
　
さ
ん 
91
歳  

舘
　
野
 

福
　
村
　
光
　
義
さ
ん 

49
歳  
天
神
林
 

米
内
山
　
信
　
男
さ
ん 

65
歳  

天
神
林
 

         

沢
　
　
　
と
み
ゑ
さ
ん 

95
歳  

天
間
蒼
前
１

 

中
　
野
　
縫
　
子
さ
ん 

100
歳  

道
ノ
上
 

天
　
間
　
き
　
み
さ
ん 

90
歳  

一
本
木
 

能
　
呂
　
と
　
き
さ
ん 

97
歳  

一
本
木
 

大
　
鹿
　
君
　
子
さ
ん 

75
歳  

下
野
崎
 

中
　
岫
　
輝
　
子
さ
ん 

86
歳  

花
　
松
 

白
　
石
　
カ
　
ヨ
さ
ん 

85
歳  

榎
林
１
 

端
　
本
　
完
　
治
さ
ん 

72
歳  

桜
　
木
 

                       

  
 

広
報
10
月
号
の
記
事
の
一
部
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。 

 

●
Ｐ
５ 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

財
政
再
生
基
準 

（
誤
）
35.0
％
　
↓
︵
正
︶
30.0
％

 

●
Ｐ
５ 

将
来
負
担
比
率 七

戸
町
の
指
標 

（
誤
）
91.6
％
　
↓
（
正
）
74.0
％ 

 

●
Ｐ
11 

町
政
座
談
会
に
つ
い
て 

（
誤
） 

11
月
12
日（
水
） 

榎
林
地
区
農
産
物
加
工
等
施
設 

11
月
13
日（
木
） 

柏
葉
館 

 　
　
　
←

︵
正
︶

11
月
12
日︵
火
︶

榎
林
地
区
農
産
物
加
工
等
施
設

11
月
13
日
︵
水
︶ 

柏
葉
館

く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》 
 

行政・人権相談 
（人権問題や悩みごと、行政への要望など） 
町民課☎68－2112、庶務課☎62－2111 
日　時　11月13日（水）午前９時～12時まで 
場　所　本 庁 舎　2階 第3会議室 
　　　　七戸庁舎　3階 第1・第2会議室 
相談員　行政相談委員、人権擁護委員 
 

 
消費生活相談 

（悪徳商法など消費生活に関すること） 
企画調整課☎68－2940 

日　時　11月13日（水）、27日（水）  
　　　　午前10時～午後3時 
場　所　本庁舎　第1会議室 
相談員　町消費生活相談員  
※相談日以外でも電話での相談を受け付け
　ています。 

れ
い
か 

こ
こ
あ 

　  

た
け
る 

ま
　
な 

れ   

お   

な  

　 

ゆ
う
き 
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＋ 
－ 

　 
＋ 
－ 

平成25年９月30日現在  
★人口と世帯 

　男　　　8,204人　（－  3） 

　女　　　8,870人　（－  4） 

　計　　 17,074人　（－    7） 

世帯数　6,817世帯　（－    2） 

　（　 ）内は前月比  
★交通事故 

　件数    3件　（29件）　〈　1〉 

　傷者    7人　（43人）　〈＋4〉 

　死者    0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成24年同月末比  

★町内の火災 

　建　　　　物　 0件  （7件） 

　林野・その他　 0件  （5件） 

　（    ）内は１月からの累計  

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計  



 

 

●発行日　平成25年11月１日発行 

●発行者　七戸町　企画調整課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

（この広報は再生紙を使用しています。） 

　10月14日、七戸町健康マラソン2013が体育の日に

合わせて中央公園で行われ、参加者は爽やかな汗を

流しました。 

　今年は、1.5km、３km、５kmの距離別に合計108

名が参加しました。参加者たちは、秋晴れの中央公

園内で良いタイムを出そうと一生懸命走ったり、仲

良く手を繋いでゴールする姿が見られるなど、思い

思いに楽しんでいました。 

 

　人権擁護委員の新田チカさんが、委員の任期が満

了し、平成25年９月30日付けをもって退任されました。 

　多年（15年）にわたり、地域住民の人権の擁護と

人権思想の普及高揚に貢献された功績により、法務

大臣から感謝状が贈呈されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七戸の秋を爽やかに駆ける 

七戸町健康マラソン2013
人権擁護委員の新田チカさんに 

法務大臣より感謝状 

「第13回鷹山賞児童作品展」 
「第13回地球環境世界児童画コンテスト優秀作品展」 

七戸町立鷹山宇一記念美術館特別展 

　青森県の小中学生に作品を公募した絵画コンテスト「鷹

山賞児童作品展」。本年は、52団体から748点もの力作が

寄せられました。審査会において選ばれた鷹山賞を頂点

とする入賞30点、入選89点とともに、併せて、世界各国

の子どもたちによる地球環境をテーマに描いた絵画展も

開催！  

　子どもたちによる絵画展で、心をほっこりあたためま

せんか？ご家族皆さまで是非ご鑑賞ください。ご来館を

心からお待ちしております。 

●入館時間●　午前10時～午後５時30分（閉館は６時） 

●休 館 日●　定休日＝毎週月曜日 
　　　　　　　＊月曜祝日の場合は翌日 
　　　　　　　展示替え休館＝11/5(火)～11/9(土) 

●入 館 料●　一般500円、高校・大学生300円、 
　　　　　　　小･中学生100円  

＊20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者は各
　２割引 
＊上記入館料ですべての展覧会をご鑑賞いただけます 

●問合せ先●　町立鷹山宇一記念美術館　☎ 62－5858 
 

 

 

 

 

 

11月10日(日)～１月26日(日)まで開催！ 

地球環境世界児童画コンテスト優秀作品展 
地球環境特別賞　矢野 修太郎くん 13歳 佐賀県 

 

鷹山賞　小学生の部 
「待て！かぶとむし」(水彩) 

種子　叶志大くん 
（八戸市立長者小学校４年生） 

 

鷹山賞　中学生の部 
「自然の攻防」(コラグラフ) 

木村　陸くん 
（おいらせ町立木ノ下中学校１年生） 

 




